
この度は当社製品をお買い求めいただき誠にありがとうございます。ご使用の前に取扱説明書をよくお読みの
上、正しくお使いください。お読みになった後もいつでも見られる場所に大切に保管してください。利用者様の
健康状態や体調が変化した場合には医師や看護師、福祉用具専門相談員などの専門の方に相談した上でご使用
ください。利用者様の身体状態、設置場所を十分確認し、安全であることを確認してからご使用ください。
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②お守りいただく内容の種類を次の表示区分であらわしています。

：してはいけない｢禁止｣を意味します。

：必ず実行していただく｢強制｣を意味します。

！

！

警告：死亡または重傷などを負う可能性を意味します。

注意：障害を負うまたは物的損害を発生させる可能性を意味します。

注意：本製品の故障を防止するための注意事項や、より満足に使用していただくための
　　　アドバイスを意味します。

！

①利用者様や他の人への危害・財産への損害などを未然に防止するため、必ずお守りいただくことを次のように
説明しています。

　取扱説明書に表示されている記号や用語は、表示内容を無視し誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の
程度を次のような表示区分であらわしています。

安全上の注意 必ずお守りください



̶ 1 ̶

注意事項

①本製品は車いす、電動車いす専用の可搬型スロープです。
ほかの用途には使用しないようにしてください。

②安全のため車いすの転倒防止バーは、必ず使用してください。
後ろに倒れ、ケガをするおそれがあります。

③フットサポートが接触する場合は、安全な高さになるように調節してください。
乗り降りするときに引っかかり、転倒しケガをするおそれがあります。

④本製品を改造しないでください。
破損や使用中の事故につながるおそれがあります。

⑤本製品は単独で使用するスロープです。
ほかの製品を組み合わせて使用しないでください。破損や使用中の事故につながるおそれがあります。

⑥最大耐荷重は300kgまでです。総重量が300kgを超える状態では使用しないでください。
走行が不安定になったり破損するなどして、ケガをするおそれがあります。

⑦最大使用可能段差を超える場所では使用しないでください。
詳細については「設置可能な段差について」（3ページ）を参照して行ってください。
無理に使用すると事故につながるおそれがあります。

⑧砂や雪のある場所や凍結した場所には設置しないでください。
設置後にガタついたり、滑るおそれがあります。

⑨ガタつきが発生する場所には設置しないでください。
ずれや走行中の揺れなどが発生し、非常に危険です。

⑩道路にはみ出すような場所には設置しないでください。
車両との事故につながり、また歩行者がつまづき、ケガをするおそれがあります。

⑪走行面が凍結している場合は、絶対に使用しないでください。
走行面が滑り、事故やケガにつながるおそれがあります。

⑫設置及び使用する前には必ず取扱説明書をお読みください。
読まずに使用すると、誤った使用方法で事故やケガにつながるおそれがあります。

⑬本製品より広い幅があり、スロープの上下に車いすを安全に動かせる広さがある場所に設置してください。
設置する場所が本製品の幅より狭い場合は、不安定になりガタつきやずれが発生して転落などでケガをするおそれがあります。

⑭上端部はマークの範囲内を設置面に掛けてください。
⑮上端部や下端部にシートなどを敷かないでください。
ずれによる脱落でケガや破損のおそれがあります。

⑯本製品の長さの設定を行う場合は、横に立てた状態でスライド部を持って調整してください。
上向きに立てた状態で行うと、スライド部で指をはさまれ、ケガをするおそれがあります。

⑰長さの設定は「設置可能な段差について」（3ページ）を参照して行ってください。
正しい長さで使用しなかった場合は、無理な角度となりケガをするおそれがあります。

⑱自力走行の経験がある利用者様を除き、必ず介助者と一緒に使用してください。
自力走行の経験がない利用者様が使用すると不安定な走行となり、事故やケガにつながるおそれがあります。

⑲スロープの上で急停止やUターンなど方向を変えることは、しないでください。
転落し、ケガをするおそれがあります。

⑳スロープを上る場合は、前向きにまっすぐ上ってください。
斜めに進入すると方向転換などで不安定な走行となり、事故やケガにつながるおそれがあります。

㉑スロープを下る場合は、後ろ向きに、足元に注意しながら使用してください。
前向きに下ると不安定な姿勢となり事故につながるおそれがあります。

㉒走行時、スライド部分の段差につまづかないようにしてください。
事故やケガにつながるおそれがあります。

㉓ゆっくりまっすぐ進入し、進入時にずれないことを確認してください。
速いスピードで進入すると揺れて事故や破損につながるおそれがあります。

㉔走行面では滑りにくい靴を使用してください。
足元が滑り、転落などの事故となるおそれがあります。
また、ゲタやスパイクのついた靴などでは歩行しないでください。スパイクで走行面に傷がつくおそれがあります。

㉕介助者の方は必ず、車いすの後ろ側から介助してください。
事故やケガにつながるおそれがあります。

！ 警告



注意事項

各部名称および梱包内容

̶ 2 ̶

①必ず短くした状態で保管してください。
破損や変形の原因になり、事故につながるおそれがあります。

②不安定な状態での立て置き保管はしないでください。
破損や変形の原因になり、事故につながるおそれがあります。

③本製品には正しい向きがあります。表裏／上下逆にして使用しないでください。
滑り止め加工を施してある面が走行面です。

④ネジやアンカーで固定して使用しないでください。
破損や変形の原因になります。

⑤本製品の長さの設定を行う場合は、スライド部分に指などをはさまないように注意してください。
ケガをするおそれがあります。

⑥運搬時には物などに接触させたり、落下させないよう注意してください。
破損するおそれがあります。

⑦本製品の上で跳びはねたりしないでください。
破損するおそれがあります。

⑧設置後に時間が経過している場合は、使用する前に設置場所や位置が変わっていないか、
　ずれやガタつきなどが発生していないか確認してから使用してください。
ずれやガタつきなどがある状態で使用すると破損するおそれがあります。

⑨土や砂、雪などが走行面にある場合は、必ず清掃して使用してください。
滑って転倒や転落するおそれがあります。

⑩運搬時はスロープを最短の状態に縮めてください。
スロープを伸ばしたまま運搬すると、ハンドルを持ってもバランスが合わなくなります。
必ず一番短い状態にして、裏面のハンドルを持って運搬するようにしてください。

⑪長期間日光が当たる場所に置いておくと表面が高温となるおそれがあります。
熱い状態で運搬すると危険ですので、表面の温度が下がってから運搬をするようにしてください。

！ 注意

以下の部品が全てそろっているか、破損・変形などしていないかを確認してください。
万が一、部品の不足・破損があった場合は、お買い求めの販売店にご連絡ください。

脱輪防止ガイド

下端部

ハンドル

走行面

スライド部

上端部

ロード本体：1台

●取扱説明書
　兼 保証書：1部

付属品

【裏面】
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注意事項

①本製品は車いす、電動車いす専用の可搬型スロープです。
ほかの用途には使用しないようにしてください。

②安全のため車いすの転倒防止バーは、必ず使用してください。
後ろに倒れ、ケガをするおそれがあります。

③フットサポートが接触する場合は、安全な高さになるように調節してください。
乗り降りするときに引っかかり、転倒しケガをするおそれがあります。

④本製品を改造しないでください。
破損や使用中の事故につながるおそれがあります。

⑤本製品は単独で使用するスロープです。
ほかの製品を組み合わせて使用しないでください。破損や使用中の事故につながるおそれがあります。

⑥最大耐荷重は300kgまでです。総重量が300kgを超える状態では使用しないでください。
走行が不安定になったり破損するなどして、ケガをするおそれがあります。

⑦最大使用可能段差を超える場所では使用しないでください。
詳細については「設置可能な段差について」（3ページ）を参照して行ってください。
無理に使用すると事故につながるおそれがあります。

⑧砂や雪のある場所や凍結した場所には設置しないでください。
設置後にガタついたり、滑るおそれがあります。

⑨ガタつきが発生する場所には設置しないでください。
ずれや走行中の揺れなどが発生し、非常に危険です。

⑩道路にはみ出すような場所には設置しないでください。
車両との事故につながり、また歩行者がつまづき、ケガをするおそれがあります。

⑪走行面が凍結している場合は、絶対に使用しないでください。
走行面が滑り、事故やケガにつながるおそれがあります。

⑫設置及び使用する前には必ず取扱説明書をお読みください。
読まずに使用すると、誤った使用方法で事故やケガにつながるおそれがあります。

⑬本製品より広い幅があり、スロープの上下に車いすを安全に動かせる広さがある場所に設置してください。
設置する場所が本製品の幅より狭い場合は、不安定になりガタつきやずれが発生して転落などでケガをするおそれがあります。

⑭上端部はマークの範囲内を設置面に掛けてください。
⑮上端部や下端部にシートなどを敷かないでください。
ずれによる脱落でケガや破損のおそれがあります。

⑯本製品の長さの設定を行う場合は、横に立てた状態でスライド部を持って調整してください。
上向きに立てた状態で行うと、スライド部で指をはさまれ、ケガをするおそれがあります。

⑰長さの設定は「設置可能な段差について」（3ページ）を参照して行ってください。
正しい長さで使用しなかった場合は、無理な角度となりケガをするおそれがあります。

⑱自力走行の経験がある利用者様を除き、必ず介助者と一緒に使用してください。
自力走行の経験がない利用者様が使用すると不安定な走行となり、事故やケガにつながるおそれがあります。

⑲スロープの上で急停止やUターンなど方向を変えることは、しないでください。
転落し、ケガをするおそれがあります。

⑳スロープを上る場合は、前向きにまっすぐ上ってください。
斜めに進入すると方向転換などで不安定な走行となり、事故やケガにつながるおそれがあります。

㉑スロープを下る場合は、後ろ向きに、足元に注意しながら使用してください。
前向きに下ると不安定な姿勢となり事故につながるおそれがあります。

㉒走行時、スライド部分の段差につまづかないようにしてください。
事故やケガにつながるおそれがあります。

㉓ゆっくりまっすぐ進入し、進入時にずれないことを確認してください。
速いスピードで進入すると揺れて事故や破損につながるおそれがあります。

㉔走行面では滑りにくい靴を使用してください。
足元が滑り、転落などの事故となるおそれがあります。
また、ゲタやスパイクのついた靴などでは歩行しないでください。スパイクで走行面に傷がつくおそれがあります。

㉕介助者の方は必ず、車いすの後ろ側から介助してください。
事故やケガにつながるおそれがあります。

！ 警告



設置場所
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設置可能な段差について
スロープは、使用する場所、車いすの種類、利用者様の体力や介護者の有無などの状況に合わせて設置してください。
下記の表を参考にして、安全に使用してください。

設置場所について
本製品は車いす、電動車いす専用の可搬型スロープです。簡単に移動や設置をすることができます。
設置するときは、下記の事項に注意してください。

①設置可能な段差を超える場所では使用しないでください。上記「設置可能な段差について」を参照してください。
②積雪や凍結している場所に設置しないでください。
③ガタつきが発生する場所には設置しないでください。
④スロープより広い設置幅があり、スロープの上端側・下端側に車いすを安全に動かせるスペースがある場所に設置
してください。

⑤スロープが道路にはみ出すような場所には設置しないでください。

電源が入らない リモコンのランプが消えていませんか? 電源プラグをコンセントに入れてください。
使用状況 使用イメージ

設置可能な段差スロープの状態

最短時 最長時 最短時 最長時サイズ

111cm

135cm

159cm

160cm

208cm

254cm

9cm

12cm

14cm

13cm

18cm

22cm

ショート

レギュラー

ロング

111cm

135cm

159cm

160cm

208cm

254cm

18cm

23cm

27cm

26cm

35cm

44cm

ショート

レギュラー

ロング

111cm

135cm

159cm

160cm

208cm

254cm

27cm

32cm

38cm

40cm

50cm

60cm

ショート

レギュラー

ロング

自力走行
車いすでの自走が可能な
傾斜角度

介助者あり（通常）
介助者が無理なく車いすを
押せる傾斜角度

※電動車いすで自走をされる
　場合は、限界傾斜角度は10°
　までにしてください。

介助者あり（最大）
介助者が車いすを押せる
限界傾斜角度

5°

10°

14°

※最長時の設置可能な段差を超える段差で使用しないでください。



設置方法
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段差を測り、使用状況に合わせてスロープの長さを調節します1

①使用状況に合わせてスロープの長さを調整してください。詳細については「設置可能な段差について」（3ページ）を
参照してください。

②スロープを横向きに立てた状態で目的の長さになるまでゆっくりと引き出してください。

上端部を段差の上段に設置します2

①設置面に土や砂、雪などの異物がある場合は取り除いてください。
②スロープの幅より広い場所に設置してください。
③段差の端が上端部の黄色の表示範囲に収まり、脱輪防止ガイドに乗り上がらないよう設置してください。

スロープの下端部を確認します3

①設置面に土や砂、雪などの異物がある場合は取り除いてください。
②下端部が安定していることを確認してください。
③下端部が、道路などにはみ出さないか確認してください。
④段の縁に下端部を乗せる場合は、下端側表示が完全に乗る位置に設置してください。
　（下端部のラインの位置まで乗せてください）

【上端部を上から見た図】

黄色の表示範囲内に段差がかかるようにする
（上端部の設置範囲：6～9.5cm）

スライド部の下端や、裏面のゴムストッパーが、
地面や縁石などに接触しないか確認してください。

段の縁に乗せる場合は、
下端側表示の上にある
ラインの位置まで
乗せてください。

8cm

上端部
脱輪防止ガイド

上端部

下端部

下端部

9.5cm

6cm黄色の表示

設置場所
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設置可能な段差について
スロープは、使用する場所、車いすの種類、利用者様の体力や介護者の有無などの状況に合わせて設置してください。
下記の表を参考にして、安全に使用してください。

設置場所について
本製品は車いす、電動車いす専用の可搬型スロープです。簡単に移動や設置をすることができます。
設置するときは、下記の事項に注意してください。

①設置可能な段差を超える場所では使用しないでください。上記「設置可能な段差について」を参照してください。
②積雪や凍結している場所に設置しないでください。
③ガタつきが発生する場所には設置しないでください。
④スロープより広い設置幅があり、スロープの上端側・下端側に車いすを安全に動かせるスペースがある場所に設置
してください。

⑤スロープが道路にはみ出すような場所には設置しないでください。

電源が入らない リモコンのランプが消えていませんか? 電源プラグをコンセントに入れてください。
使用状況 使用イメージ

設置可能な段差スロープの状態

最短時 最長時 最短時 最長時サイズ

111cm

135cm

159cm

160cm

208cm

254cm

9cm

12cm

14cm

13cm

18cm

22cm

ショート

レギュラー

ロング

111cm

135cm

159cm

160cm

208cm

254cm

18cm

23cm

27cm

26cm

35cm

44cm

ショート

レギュラー

ロング

111cm

135cm

159cm

160cm

208cm

254cm

27cm

32cm

38cm

40cm

50cm

60cm

ショート

レギュラー

ロング

自力走行
車いすでの自走が可能な
傾斜角度

介助者あり（通常）
介助者が無理なく車いすを
押せる傾斜角度

※電動車いすで自走をされる
　場合は、限界傾斜角度は10°
　までにしてください。

介助者あり（最大）
介助者が車いすを押せる
限界傾斜角度

5°

10°

14°

※最長時の設置可能な段差を超える段差で使用しないでください。



設置方法
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車いすのフットサポートが接触しないか、確認し調節してください5

フットサポートが接触することなく、スロープに進入可能か確認してから使用して
ください。

介護者とスロープを下るときは、後ろ向きに車いすを支えながら下りてください。
自走の場合も、下る場合は必ず速度を落とし、後輪からゆっくりと進入し走行してください。

！ 警告

スロープの上を歩き、ガタつきなどがないことを確認します4

スロープにガタつきがないことを確認してください。
ガタつきがある場合は、「このようなときには」（9ページ）を参照してガタつきがないように設置してください。
※スライド部は設置することで固定されます。
※長期間設置した場合は、上下端部の接触面に跡が残る場合があります。

ガタつきが発生する場所には設置しないでください。
ずれや走行中の揺れなどが発生し、非常に危険です。！ 警告

下る

上る

フットサポート



設置方法
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設置例

あがりかまちの段差を解消します。

玄
関
で
の
段
差

（
あ
が
り
か
ま
ち
）

玄関前の段差を解消します。

玄
関
前
の
段
差

ロードを2台使用して、あがりかまち
から玄関外までの段差を解消します。

あ
が
り
か
ま
ち
と

玄
関
外
の
段
差

庭先（テラスなど）での段差を解消します。

庭
先
で
の
段
差

（
テ
ラ
ス
な
ど
）

石畳や砂利道など、でこぼこした
段差を解消します。

で
こ
ぼ
こ
の
段
差

（
石
畳
や
砂
利
道
な
ど
）

設 置 方 法
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車いすのフットサポートが接触しないか、確認し調節してください5

フットサポートが接触することなく、スロープに進入可能か確認してから使用して
ください。

介護者とスロープを下るときは、後ろ向きに車いすを支えながら下りてください。
自走の場合も、下る場合は必ず速度を落とし、後輪からゆっくりと進入し走行してください。

！ 警告

スロープの上を歩き、ガタつきなどがないことを確認します4

スロープにガタつきがないことを確認してください。
ガタつきがある場合は、「このようなときには」（9ページ）を参照してガタつきがないように設置してください。
※スライド部は設置することで固定されます。
※長期間設置した場合は、上下端部の接触面に跡が残る場合があります。

ガタつきが発生する場所には設置しないでください。
ずれや走行中の揺れなどが発生し、非常に危険です。！ 警告

下る

上る

フットサポート
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運搬・保管方法

進行方向

ハンドル
（持ち手）

下
端
部

上
端
部

進行方向

下
端
部

上
端
部

運搬するときは、必ずスロープを最短の状態にしてください。
※スロープを伸ばしたまま運搬しますと、ハンドルを持ってもバランスがとれなくなります。
　必ず最短の状態にして、裏面のハンドルを持って運搬するようにしてください。
※本製品の重量は27～40kgあります。運搬する場合に腰やひざを痛めたり、足の上に落とさないよう注意して運搬して
ください。

！ 注意

運搬方法
運搬するときは、下記の手順に従ってください。

①運搬するときは、必ずスロープを最短の状態にしてください。
②上端部を前に、スロープ裏面のハンドルを外側にして持ってください。

保管方法
長期間使用しないときは、下記の条件に従って保管してください。

【一人で運搬する場合】 【二人で運搬する場合】

本体裏面のハンドルを持って簡単に移動することもできます。一人でも二人でも運搬できます。

他のものと重ねて置いたり、不安定な状態で立て置き保管はしないでください。
重いものを上に載せないでください。（変形の原因になる場合があります）
高温の場所は、ゴム・樹脂などが劣化しやすくなるので避けてください。
汚れを取り除き、よく乾燥させて保管してください。
保管する場合は、スロープを最短の状態にし、保管してください。

！

！



点検項目
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お手入れ方法

中性洗剤

下記の点検項目を確認してください。
異常があった場合は、お求めの販売店または㈱モルテン 健康用品事業本部 お客様窓口までご相談ください。

ロードチェックシート

点 検 項 目 確　認

ＹＥＳ
□

ＮＯ1
・走行面が土や砂、雪で汚れていませんか?
走行面の汚れの確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ
P4参照

2
・上端部・下端部の設置目安から外れていませんか?
上端部・下端部の設置目安の確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ3
・走行面・上端部・下端部の滑り止めに劣化や破損はありませんか?
走行面・上端部・下端部の滑り止めの確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ
P9参照

4
・走行面に変形や破損、ガタつきはありませんか?
走行面の確認

ＹＥＳ
□

ＮＯ5
・脱輪防止ガイドに変形や破損はありませんか?
脱輪防止ガイドの確認

次亜塩素酸を使用する場合は、6％水溶液を100～200倍に希釈して清拭し、仕上げに
水拭きしてください。
有機溶剤（シンナーやベンジンなど）、強酸性洗剤は使用しないでください。
オゾンガスは金属部分に影響を与えるため、使用しないでください。
60℃以上の温度を加えないでください。
金属ブラシやナイロンたわしなどはキズをつけるため、使用しないでください。

ロード本体
消毒する場合は、アルコール消毒剤などを柔らかい布に吹き付けてから清拭してください。
清拭する場合は、中性洗剤を水で薄め柔らかい布に浸し、よく絞ってから清拭してください。
仕上げに乾いた布で拭き取ってください。
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運搬・保管方法

進行方向

ハンドル
（持ち手）

下
端
部

上
端
部

進行方向

下
端
部

上
端
部

運搬するときは、必ずスロープを最短の状態にしてください。
※スロープを伸ばしたまま運搬しますと、ハンドルを持ってもバランスがとれなくなります。
　必ず最短の状態にして、裏面のハンドルを持って運搬するようにしてください。
※本製品の重量は27～40kgあります。運搬する場合に腰やひざを痛めたり、足の上に落とさないよう注意して運搬して
ください。

！ 注意

運搬方法
運搬するときは、下記の手順に従ってください。

①運搬するときは、必ずスロープを最短の状態にしてください。
②上端部を前に、スロープ裏面のハンドルを外側にして持ってください。

保管方法
長期間使用しないときは、下記の条件に従って保管してください。

【一人で運搬する場合】 【二人で運搬する場合】

本体裏面のハンドルを持って簡単に移動することもできます。一人でも二人でも運搬できます。

他のものと重ねて置いたり、不安定な状態で立て置き保管はしないでください。
重いものを上に載せないでください。（変形の原因になる場合があります）
高温の場所は、ゴム・樹脂などが劣化しやすくなるので避けてください。
汚れを取り除き、よく乾燥させて保管してください。
保管する場合は、スロープを最短の状態にし、保管してください。

！

！
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このようなときには

症　状

ガタつきがある

長さの調整ができない

表面が滑りやすい

確　認 処　置

設置面は水平ですか？
設置面の下に異物（雪や砂など）がある場合は、
取り除き、水平な面に設置してください。（P4参照）

スロープの幅よりも狭い場所に
設置していませんか？

危険ですので、スロープの幅より広く安定した面に
設置してください。（P4参照）

上端部・下端部の左右がきちんと
段差に掛かっていますか？

設置目安に段差がかかるように設置してください。
（P4参照）

ゴムストッパーにキズや破損は
ありませんか？ お求めの販売店または㈱モルテン健康用品事業本部

お客様窓口までご相談ください。

まっすぐ引き出していますか？

伸ばし過ぎていませんか？

スロープの左右に力の偏りがないように、横向きに
立てた状態でゆっくりとまっすぐ引き出してください。

スロープの長さは、ショート160cm、
レギュラー208cm、ロング254cm。
それ以上は引き出せません。

スライド部に土や砂など異物が
入っていませんか？

スライド部をデッキブラシや水などを使って
清掃してください。

キズやゆがみなどの変形が
ありますか？

お求めの販売店または㈱モルテン健康用品事業本部
お客様窓口までご相談ください。

雪や砂や土の汚れ、凍結は
ありませんか？

走行面の滑り止めが劣化して
いませんか？

汚れた状態での使用はしないでください。
清掃してから、ご使用ください。

お求めの販売店または㈱モルテン健康用品事業本部
お客様窓口までご相談ください。

ハンドルに
ガタつきがある

ハンドルにキズや破損は
ありませんか？

固定ネジのゆるみが
ありませんか？

使用を中止し、お求めの販売店または
㈱モルテン健康用品事業本部お客様窓口まで
ご相談ください。

キズやゆがみなどの変形が
ありませんか？

荷重の制限は守れていますか？
最大耐荷重は、300kgです。それ以上の荷重では
使用しないでください。

上記の処置で直らなかった場合、またはその他の現象の場合は、お求めの販売店または
㈱モルテン 健康用品事業本部 お客様窓口までご相談ください。

株式会社 モルテン 健康用品事業本部 お客様窓口
TEL（082）842-9975
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仕 様

ロード【スライドタイプ】 ショートサイズ 品番　MRAD16

●本体サイズ：最短時＝幅85×長さ111×厚さ9cm、最長時＝幅85×長さ160×厚さ9cm
　　　　　　　長さ調節＝111～160cm（無段階の調整可能）
　　　　　　　最大耐荷重＝300kg
●重　　　量：27kg
●素　　　材：本体＝アルミ、走行面表面＝樹脂コーティング

ロード【スライドタイプ】 レギュラーサイズ 品番　MRAD20

●本体サイズ：最短時＝幅85×長さ135×厚さ9cm、最長時＝幅85×長さ208×厚さ9cm
　　　　　　　長さ調節＝135～208cm（無段階の調整可能）
　　　　　　　最大耐荷重＝300kg
●重　　　量：33kg
●素　　　材：本体＝アルミ、走行面表面＝樹脂コーティング

ロード【スライドタイプ】 ロングサイズ 品番　MRAD25

●本体サイズ：最短時＝幅85×長さ159×厚さ9cm、最長時＝幅85×長さ254×厚さ9cm
　　　　　　　長さ調節＝159～254cm（無段階の調整可能）
　　　　　　　最大耐荷重＝300kg
●重　　　量：40kg
●素　　　材：本体＝アルミ、走行面表面＝樹脂コーティング

【最短時】 【最長時】
A

C

E

D

B

種　　類

ショートサイズ

レギュラーサイズ

ロングサイズ

MRAD16

MRAD20

MRAD25

111cm

135cm

159cm

品番 最短時長さ
（A）

最長時長さ
（B）

外形幅
（C）

走行面幅
（D）

厚さ
（E） 重量

160cm

208cm

254cm

85cm

85cm

85cm

80cm

80cm

80cm

9cm

9cm

9cm

27kg

33kg

40kg

■2年保証

■2年保証

■2年保証

̶ 9 ̶

このようなときには

症　状

ガタつきがある

長さの調整ができない

表面が滑りやすい

確　認 処　置

設置面は水平ですか？
設置面の下に異物（雪や砂など）がある場合は、
取り除き、水平な面に設置してください。（P4参照）

スロープの幅よりも狭い場所に
設置していませんか？

危険ですので、スロープの幅より広く安定した面に
設置してください。（P4参照）

上端部・下端部の左右がきちんと
段差に掛かっていますか？

設置目安に段差がかかるように設置してください。
（P4参照）

ゴムストッパーにキズや破損は
ありませんか？ お求めの販売店または㈱モルテン健康用品事業本部

お客様窓口までご相談ください。

まっすぐ引き出していますか？

伸ばし過ぎていませんか？

スロープの左右に力の偏りがないように、横向きに
立てた状態でゆっくりとまっすぐ引き出してください。

スロープの長さは、ショート160cm、
レギュラー208cm、ロング254cm。
それ以上は引き出せません。

スライド部に土や砂など異物が
入っていませんか？

スライド部をデッキブラシや水などを使って
清掃してください。

キズやゆがみなどの変形が
ありますか？

お求めの販売店または㈱モルテン健康用品事業本部
お客様窓口までご相談ください。

雪や砂や土の汚れ、凍結は
ありませんか？

走行面の滑り止めが劣化して
いませんか？

汚れた状態での使用はしないでください。
清掃してから、ご使用ください。

お求めの販売店または㈱モルテン健康用品事業本部
お客様窓口までご相談ください。

ハンドルに
ガタつきがある

ハンドルにキズや破損は
ありませんか？

固定ネジのゆるみが
ありませんか？

使用を中止し、お求めの販売店または
㈱モルテン健康用品事業本部お客様窓口まで
ご相談ください。

キズやゆがみなどの変形が
ありませんか？

荷重の制限は守れていますか？
最大耐荷重は、300kgです。それ以上の荷重では
使用しないでください。

上記の処置で直らなかった場合、またはその他の現象の場合は、お求めの販売店または
㈱モルテン 健康用品事業本部 お客様窓口までご相談ください。

株式会社 モルテン 健康用品事業本部 お客様窓口
TEL（082）842-9975
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開発・製造元

ISO9001認証取得

ISO13485認証取得
※床ずれ防止マットレス・体動センサの
　設計、製造および付帯サービスにて
　取得


